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多
い
と
い
う
。
生
徒
数
が
少

な
い
学
校
は
１
人
当
た
り
の

負
担
も
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
設
置
が
進
ま
な
い
状
況

だ
っ
た
。

　

今
回
計
上
す
る
の
は
普
通

高
校
が
40
校
分
の
設
置
費

（
設
計
、
工
事
一
括
）。
特
別

支
援
学
校
は
電
源
工
事
が
必

要
と
な
る
た
め
10
校
分
の
設

計
費
を
計
上
し
、
再
来
年
の

夏
ま
で
の
設
置
を
目
指
す
。

残
り
の
普
通
、
特
別
支
援
各

２
校
は
予
定
す
る
大
規
模
改

修
工
事
に
合
わ
せ
る
た
め
、

32
年
度
以
降
と
な
る
。
発
注

業
務
は
学
校
が
行
う
。

　

中
通
り
は
震
災
復
旧
時
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
学
校

が
多
く
、
未
設
置
校
が
浜
通

り
や
会
津
地
域
な
ど
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
や
、
市
町
村

も
同
時
期
に
予
算
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
工
事
が
集

中
す
る
こ
と
か
ら
県
は
業
界

に
協
力
を
求
め
た
い
考
え

だ
。

　

他
県
も
同
様
の
状
況
で
、

国
は
製
造
者
に
対
し
エ
ア
コ

ン
の
増
産
を
行
う
よ
う
働
き

か
け
て
い
る
と
い
う
。

Ａ
等
級
で
、
実
績
要
件
（
15

年
度
以
降
）
は
①
鋼
鈑
桁
橋

か
鋼
箱
桁
橋
の
工
場
製
作
②

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
（
ク
ロ

ー
ラ
ク
レ
ー
ン
）
工
法
（
ベ

ン
ト
併
用
含
む
）
で
最
大
支

間
長
35
㍍
以
上
の
鋼
鈑
桁
か

鋼
箱
桁
を
架
設
し
た
道
路
橋

工
事
。

　

設
計
受
託
者
は
①
紅
葉
川

橋
詳
細
設
計
＝
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
②
寺
沢

橋
詳
細
設
計
＝
信
和
設
計
。

工
期
６
０
０
日
間
。

持
つ
企
業
等
が
抱
え
る
疑
問

や
課
題
等
に
つ
い
て
、
相
談

を
受
け
付
け
る
。

　

定
員
１
０
０
人
。
参
加
無

料
だ
が
、事
前
申
込
が
必
要
。

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
と
も
、

県
農
林
水
産
部
農
業
担
い
手

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
参

加
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
26
日
ま
で
に
同
課
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
（
５
２
１
）

７
９
３
８
か
Ｅ
―
ｍ
ａ
ｉ
ｌ

で
申
し
込
む
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７

３
４
０
。

　

県
造
園
建
設
業
協
会
（
諸

井
道
雄
会
長
）
は
15
日
、
須

賀
川
市
の
県
も
の
づ
く
り
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、
今
年
度
後

期
「
３
級
造
園
技
能
検
定
」

実
技
試
験
の
予
備
講
習
会
を

開
い
た
。
本
試
験
合
格
を
目

指
し
、
会
員
企
業
の
受
検
予

定
者
１
人
が
真
剣
に
講
習
に

臨
ん
だ
。

　

講
師
は
西
東
一
守
西
東
植

物
園
社
長
が
務
め
た
。
講
習

で
は
本
試
験
と
同
じ

く「
四
ツ
目
垣
」作
成

と
玉
石
、
敷
石
の
敷

設
に
取
り
組
ん
だ
。

受
講
者
は
西
東
社
長

の
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
・
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
作
業
手
順
、

施
工
上
の
留
意
点
な

ど
を
実
習
し
た
。

　

16
日
に
は
福
島
市

の
同
協
会
会
館
で
、

学
科
試
験
の
予
備
講

習
会
も
開
い
た
。

　

今
補
正
の
ゼ
ロ
債
の
限
度

額
内
訳
は
、
県
単
事
業
分
が

30
・
８
億
円
（
29
年
度
14
・

４
億
円
）、
交
付
金
事
業
分

が
21
・
５
億
円
（
同
10
・
６

億
円
）。
県
単
、
交
付
金
事

業
と
も
大
幅
に
規
模
を
拡
大

し
た
。

　

ゼ
ロ
債
は
、
発
注
す
る
年

度
の
支
出
を
伴
わ
ず
（
初
年

度
支
出
ゼ
ロ
）、
次
年
度
の

事
業
を
前
倒
し
し
て
発
注
で

き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
。

同
部
が
、
施
工
円
滑
化
の
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
26
年

度
、
ゼ
ロ
債
の
活
用
を
再
開

さ
せ
て
以
降
、そ
の
規
模（
限

度
額
）
は
26
、
27
年
度
の
５

～
６
億
円
台
か
ら
、
交
付
金

事
業
に
も
ゼ
ロ
債
を
活
用
し

出
し
た
28
年
度
に
は
14
億
５

５
３
０
万
円
と
拡
大
さ
せ
て

き
た
。

　

実
施
個
所
は
、
会
津
地
方

な
ど
積
雪
に
よ
っ
て
施
工
期

間
が
限
ら
れ
る
豪
雪
地
で
、

降
雪
期
前
の
完
了
を
要
す
る

も
の
。
ま
た
今
夏
の
西
日
本

豪
雨
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民

の
安
全
安
心
確
保
の
た
め
出

水
期
前
に
洪
水
被
害
対
策
を

講
じ
る
必
要
の
あ
る
事
業
な

ど
を
中
心
に
拾
い
出
す
。

　

国
道
２
５
２
号
・
只
見
町

の
雪
崩
対
策
工
や
、
中
島
村

の
阿
武
隈
川
河
道
掘
削
工
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　

12
月
補
正
案
で
は
こ
の
ほ

か
、
復
興
創
生
関
連
の
経
費

に
４
億
９
０
５
１
万
円
を
措

置
し
た
。
相
馬
港
背
後
で
、

防
災
緑
地
と
一
体
で
整
備
中

の
相
馬
亘
理
線
・
原
釜
尾
浜

工
区
に
９
３
０
０
万
円
を
追

加
し
、
舗
装
工
事
を
行
っ
て

年
度
内
に
完
成
さ
せ
る
。

　

い
わ
き
市
の
市
道
二
反
田

曲
田
線
・
下
矢
田
工
区
は
、

生
活
拠
点
形
成
交
付
金
事
業

に
よ
り
、
市
に
替
わ
っ
て
県

が
、
避
難
者
支
援
の
た
め
、

復
興
公
営
住
宅
周
辺
の
ア
ク

セ
ス
と
な
る
道
路
を
拡
幅
す

る
。
事
業
費
５
８
０
０
万
円

を
つ
け
た
。

　

減
額
分
を
差
し
引
い
た
部

全
体
の
補
正
額
は
１
億
１
５

６
３
万
円
と
な
る
。

要
見
込
み
や
国
交
付
金
の
確

定
な
ど
で
、
農
林
水
産
、
土

木
両
部
計
５
５
３
０
万
１
０

０
０
円
を
減
額
し
た
。

　

内
訳
は
農
林
水
産
部
が
①

普
通
建
設
事
業
費
＝
２
億
９

３
１
４
万
３
０
０
０
円
減
額

②
災
害
復
旧
事
業
＝
２
億
９

１
５
９
万
６
０
０
０
円
減
額

③
県
単
公
共
事
業
＝
１
０
１

５
万
１
０
０
０
円
減
額
④
維

持
補
修
費
＝
５
７
５
万
円
増

額
な
ど
、
土
木
部
が
①
災
害

復
旧
事
業
＝
１
億
６
０
０
０

万
円
増
額
②
県
単
公
共
事
業

＝
３
億
３
０
５
１
万
３
０
０

０
円
増
額
な
ど
。

　

東
日
本
高
速
道
路
東
北
支

社
は
16
日
、
常
磐
自
動
車
道

付
加
車
線
設
置
に
伴
う
「
紅

葉
川
橋
（
鋼
上
部
工
）」
工

事
の
総
合
評
価
（
工
事
実
績

評
価
型
＝
実
績
Ⅱ
型
、
施
工

体
制
確
認
型
併
用
）
一
般
競

争
を
公
告
し
た
。

　

富
岡
町
大
字
上
郡
山
～
双

葉
町
大
字
寺
沢
間
の
①
紅
葉

川
橋
（
鋼
単
純
合
成
２
主
鈑

桁
）
47
・
５
㍍
②
寺
沢
橋
（
鋼

単
純
合
成
３
主
鈑
桁
）
39
㍍

の
２
橋
上
部
工
＝
鋼
構
造
物

架
設
約
１
９
３
㌧
。
申
請
期

限
12
月
３
日
、
31
年
１
月
18

日
午
後
１
時
半
開
札
。

　

対
象
者
は「
鋼
橋
上
部
工
」

　

県
の
30
年
度
12
月
補
正
案

の
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計

25
億
８
６
０
０
万
円
と
な
っ

た
。

　

公
共
事
業
費
は
、
年
間
所

　

県
土
木
部
は
、
30
年
度
12
月
補
正
予
算
案
で
、
限
度

額
52
億
３
０
６
０
万
円
の
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
（
ゼ
ロ

債
）
を
設
定
し
た
。
働
き
方
改
革
を
背
景
と
し
た
施
工

の
平
準
化
、
工
期
確
保
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た

め
、
昨
年
度
（
24
億
９
６
９
０
万
円
）
の
２
倍
超
の
規

模
と
し
た
。
次
年
度
事
業
の
契
約
前
倒
し
を
可
能
に
す

る
ゼ
ロ
債
の
活
用
に
よ
り
、
年
度
当
初
の
工
事
量
を
確

保
。
降
雪
期
や
出
水
期
前
の
工
事
完
了
が
必
要
な
個
所

な
ど
に
重
点
配
分
す
る
。
個
所
は
現
在
精
査
中
。
予
算

議
決
後
、
年
明
け
に
順
次
発
注
手
続
き
を
開
始
し
、
年

度
内
に
契
約
を
終
え
る
。

　

朝
、
福
島

市
か
ら
国
道

１
１
４
号
線

を
利
用
し

て
、
浪
江
町

に
向
か
っ

た
。
通
学
・

通
勤
時
間
帯
の
後
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
川
俣
町
の
中
心

部
ま
で
は
上
下
線
と
も
車
の

流
れ
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
。

同
町
山
木
屋
地
内
で
進
め
ら

れ
て
い
る
国
道
改
良
工
事
を

横
目
に
見
な
が
ら
進
む
と
、

東
に
向
か
う
10
㌧
ダ
ン
プ
が

目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
▼
県

内
各
地
で
行
わ
れ
た
面
的
除

染
も
帰
還
困
難
区
域
を
除
い

て
終
了
し
、
現
在
は
仮
置
場

へ
の
搬
入
と
、
仮
置
場
か
ら

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
出
が

本
格
化
し
て
い
る
。
輸
送
ル

ー
ト
は
高
速
道
路
を
基
本

に
、
東
西
を
つ
な
ぐ
主
要
幹

線
道
路
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
約
１
８
０
万

立
方
㍍
、
来
年
度
は
約
４
０

０
万
立
方
㍍
が
搬
出
さ
れ
る

予
定
だ
▼
中
間
貯
蔵
施
設
へ

輸
送
す
る
ダ
ン
プ
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
、
法
定
速
度
内
で
の

走
行
や
、
安
全
な
場
所
で
後

続
車
を
先
行
さ
せ
る
な
ど

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
最
優

先
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い

る
。
環
境
省
に
は
「
速
度
が

遅
す
ぎ
る
」
と
い
う
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う

が
、
中
に
は
「
重
量
の
わ
り

に
速
す
ぎ
る
」
と
真
逆
の
声

も
あ
る
と
い
う
▼
既
に
見
た

方
も
い
る
と
思
う
が
、
同
省

は
県
内
の
民
放
テ
レ
ビ
局

で
、
輸
送
へ
の
理
解
を
促
す

３
パ
タ
ー
ン
の
15
秒
Ｃ
Ｍ
を

流
し
始
め
た
。
放
映
期
間
は

25
日
ま
で
だ
そ
う
だ
。
輸
送

の
ピ
ー
ク
は
こ
れ
か
ら
。
県

内
の
環
境
再
生
と
復
興
に
欠

か
せ
な
い
事
業
だ
け
に
、
大

き
な
気
持
ち
で
見
守
り
た

い
。
輸
送
ル
ー
ト
を
走
行
す

る
際
は
、
ゆ
と
り
あ
る
出
発

を
。（
遠
）

　

県
教
育
庁
は
12
月
補
正
予

算
案
に
県
立
学
校
空
調
設
備

整
備
事
業
９
億
７
０
５
８
万

６
０
０
０
円
を
計
上
し
た
。

今
夏
の
猛
暑
を
受
け
て
９
月

県
議
会
定
例
会
冒
頭
、
内
堀

知
事
が
エ
ア
コ
ン
の
設
置
検

討
を
表
明
し
て
い
た
。
来
年

夏
ま
で
に
お
お
む
ね
設
置
す

る
予
定
。
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
個
所
は
「
生
徒
が
通
常

使
用
す
る
と
こ
ろ
」
で
普
通

教
室
棟
（
特
別
支
援
学
校
は

一
部
特
別
教
室
棟
含
む
）
が

対
象
。

　

現
在
、
保
健
室
を
除
き
エ

ア
コ
ン
未
設
置
の
県
立
学
校

は
54
校 

《
表
参
照
》  

あ
り
、

う
ち
12
校
は
特
別
支
援
学

校
。
設
置
済
み
の
学
校
は
ほ

と
ん
ど
が
大
規
模
校
で
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
設
置
し
て
い
る
例
が

　

県
は
、
県
内
で
の
農
業
参

入
に
関
心
を
持
つ
企
業
・
団

体
等
を
対
象
と
し
た
「
ふ
く

し
ま
企
業
農
業
参
入
セ
ミ
ナ

ー
・
相
談
会
」
を
12
月
５
日
、

郡
山
市
熱
海
町
の
多
目
的
交

流
施
設
「
ほ
っ
と
あ
た
み
」

で
開
く
。

　

午
後
１
時
10
分
か
ら
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
既
に
農
業
分

野
へ
参
入
し
て
い
る
三
宝
工

業
（
伊
達
市
保
原
町
、建
設
・

土
木
）
の
長
田
吉
正
農
業
部

執
行
役
員
が
事
例
発
表
。
企

業
の
農
業
参
入
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
を
県
農
業
会
議

の
担
当
者
が
講
義
す
る
。
県

農
業
振
興
公
社
、
県
農
業
経

済
課
か
ら
は
、農
地
の
取
得
・

貸
借
や
資
金
調
達
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
る
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
個
別
相

談
会
。
農
業
参
入
に
関
心
を

南会津高校

川俣高校 只見高校

ニ本松工業高校 相馬東高校

安達東高校 相馬農業高校

福島中央高校 新地高校

郡山北工業高校 平工業高校

湖南高校 小名浜高校

長沼高校 いわき海星高校

岩瀬農業高校 磐城農業高校

石川高校 勿来高校

田村高校 勿来工業高校

船引高校 好間高校

小野高校 遠野高校

安積高校御舘校 四倉高校

白河実業高校 いわき翠の杜高校

塙工業高校

修明高校鮫川校 視覚支援学校

会津工業高校 大笹生支援学校

喜多方東高校 聴覚支援学校

喜多方桐桜高校 あぶくま支援学校

猪苗代高校 石川支援学校

耶麻農業高校
県
南 西郷支援学校

西会津高校 会津支援学校

大沼高校 猪苗代支援学校

川口高校 聴覚支援学校会津校

坂下高校 聴覚支援学校平校

会津第二高校 いわき支援学校

南会
津 田島高校

いわき支援学校くぼ
た校

県立学校のうちエアコン未設置校

県
南

県
中

会
津

相
双

い
わ
き

会
津

い
わ
き

県
北

南会
津

特別支援学校

県
北

県
中

高校(定時制、分校含む）

　

環
境
省
福
島
地
方
環
境
事

務
所
は
16
日
、
施
工
体
制
確

認
型
総
合
評
価
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
標

準
型
）
一
般
競
争
２
件
を
公

告
し
た
。

▽
大
熊
町
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
被
災
建
物
等
解
体
撤

去
等
お
よ
び
除
染
等
工
事

（
そ
の
２
）
＝
混
合
入
札
。

参
加
資
格
は
土
木
工
事
と
建

築
工
事
Ａ
等
級
。
特
定
Ｊ
Ｖ

（
５
社
以
内
）
の
そ
の
他
構

成
員
は
土
木
Ａ
、
建
築
Ａ
・

Ｂ
等
級
。
申
請
期
限
12
月
10

日
正
午
。
開
札
31
年
１
月
７

日
　

解
体
対
象
３
０
０
件
。
①

Ｗ
造
上
屋
総
延
べ
９
万
５
９

５
５
平
方
㍍
（
基
礎
解
体
１

０
５
０
棟
）
②
Ｓ
造
３
３
８

４
平
方
㍍
（
45
棟
）
③
Ｒ
Ｃ

造
８
４
６
平
方
㍍
（
27
棟
）。

除
染
は
住
宅
地
と
大
型
施
設

の
ほ
か
、
舗
装
道
路
９
万
２

７
０
０
平
方
㍍
、
未
舗
装
道

路
９
７
７
０
平
方
㍍
。
農
地

は
地
力
回
復
が
水
田
53
万
６

８
０
０
平
方
㍍
、
畑
15
万
４

４
０
０
平
方
㍍
、
果
樹
園
７

万
４
２
０
０
平
方
㍍
な
ど
。

除
去
土
壌
等
運
搬
は
不
燃
物

６
万
７
９
０
０
立
方
㍍
、
可

燃
物
１
万
９
８
０
０
立
方

㍍
。
工
期
31
年
10
月
31
日
。

▽
南
相
馬
市
仮
置
場
復
旧
等

工
事
＝
土
木
工
事
Ａ
等
級
単

体
ま
た
は
特
定
Ｊ
Ｖ
（
３
社

以
内
）。
申
請
期
限
12
月
７

日
正
午
。
開
札
31
年
１
月
10

日
　
「
川
房
仮
置
場
②
」
の
原

状
回
復
、
仮
置
場
遮
へ
い
土

破
袋
等
・
土
運
搬
６
カ
所
の

ほ
か
、
未
舗
装
道
路
除
染
７

４
０
０
平
方
㍍
、水
田
除
草
・

地
力
回
復
16
万
５
０
０
０
平

方
㍍
、
畑
同
16
万
平
方
㍍
、

森
林
除
染
、
た
め
池
保
管
物

撤
去
・
原
状
回
復
ほ
か
。
工

期
31
年
９
月
30
日
。

　

県
電
設
業
協
会
（
大
槻
博

太
会
長
）
は
14
日
、
来
年
４

月
の
開
学
を
目
指
し
広
野
町

中
央
台
地
内
で
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
県
立
ふ
た
ば
未

来
学
園
で
現
場
研
修
会
を
開

い
た
。

　

大
型
建
築
現
場
に
お
け
る

施
工
技
術
お
よ
び
調
整
能
力

な
ど
知
識
向
上
を
目
的
に
開

い
た
も
の
で
、
会
員
企
業
の

現
場
代
理
人
や
技
術
者
と
県

設
備
設
計
事
務
所
協
会
員
の

合
わ
せ
て
55
人
が
参
加
し

た
。

　

初
め
に
Ｊ
Ｒ
広
野
駅
前
に

あ
る
県
営
繕
課
の
現
場
監
督

事
務
所
（
広
野
町
駐
在
）
に

集
合
。
八
巻
正
隆
副
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
渡
邉

輝
義
主
幹
、
荒
川
浩
樹
主
任

主
査
、
松
浦
ヒ
サ
子
主
任
建

築
技
師
、
渡
辺
哲
雄
主
査
か

ら
事
業
概
要
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
現
場
に
移
動

し
た
。

　

現
場
で
は
電
気
設
備
工
事

を
施
工
し
て
い
る
高
柳
電
設

工
業
の
荒
木
克
志
監
理
技
術

者
と
特
別
教
室
棟
の
土
谷

悟
、
普
通
教
室
棟
の
吉
田
俊

之
、
体
育
施
設
棟
の
高
橋
宏

貴
各
現
場
代
理
人
か
ら
工
事

概
要
と
進
捗
状
況
、
当
日
の

作
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
２
班
に
分

か
れ
現
場
代
理
人
の
案
内

で
、
３
棟
の
照
明
設
備
や
各

種
配
線
設
備
の
施
工
状
況
な

ど
を
見
て
回
っ
た
。

　

施
設
は
原
子
力
災
害
か
ら

の
復
興
を
果
た
す
た
め
の
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

目
的
に
建
設
を
進
め
て
い
る

も
の
で
、
約
５
万
７
５
０
０

平
方
㍍
の
敷
地
に
、
３
棟
の

普
通
教
室
棟
（
Ｗ
造
２
階
建

て
総
延
べ
床
面
積
５
４
３
５

平
方
㍍
）を
中
心
に
、Ｒ
Ｃ
造

の
管
理
・
特
別
教
室
棟
、
体

育
施
設
棟
な
ど
合
わ
せ
て
８

棟
の
建
物
群
が
、
高
低
差
を

生
か
し
な
が
ら
弧
の
字
型
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
多
目
的

ホ
ー
ル
や
厨
房
・
食
堂
な
ど

も
備
え
、
総
延
べ
床
面
積
は

約
２
万
１
５
０
０
平
方
㍍
。

　

セ
メ
ン
ト
協
会
の
ま
と
め

に
よ
る
と
、
県
内
の
30
年
度

上
期
販
売
高
は
８
・
６
％
減

の
45
万
３
０
１
２
㌧
で
、
24

年
度
同
期
を
や
や
上
回
る
水

準
と
な
っ
た
。

　

建
築
の
民
需
が
98
・
９
％

増
の
９
５
４
７
㌧
、
官
公
需

が
１
・
３
％
増
の
３
６
３
０

㌧
、
港
湾
が
２
・
７
倍
の
３

０
２
９
㌧
と
伸
び
た
も
の

の
、
主
力
の
生
コ
ン
が
10
％

減
の
29
万
６
７
５
４
㌧
、
セ

メ
ン
ト
製
品
が
７
・
２
％
減

の
10
万
１
９
１
５
㌧
、
道
路

橋
梁
が
33
・
２
％
減
の
２
６

７
０
㌧
、
土
木
が
15
・
４
％

減
の
２
万
８
７
５
４
㌧
、
そ

の
他
が
18
・
８
％
減
の
６
６

８
０
㌧
、
土
木
が
15
・
４
％

減
の
２
万
８
７
５
４
㌧
と
振

る
わ
な
か
っ
た
。

１
６
０
８
㌧
、
セ
メ
ン
ト
製

品
が
１
万
５
５
７
８
㌧
で
と

も
に
18
％
減
、
道
路
橋
梁
が

10
・
２
％
減
の
５
４
４
㌧
、

そ
の
他
が
30
・
１
％
減
の
１

０
３
８
㌧
と
前
年
を
大
き
く

下
回
っ
た
。

％
増
）、
沖
縄
48
万
３
８
４

０
㌧
（
０
・
５
％
減
）。

　

関
東
一
地
区
は
五
輪
施
設

や
再
開
発
、
北
陸
は
北
陸
新

幹
線
、
東
海
は
火
力
発
電
所

な
ど
に
よ
っ
て
増
加
し
た
。

　

９
月
単
月
は
８
％
減
の
３

３
８
万
３
０
０
０
㌧
。
北
陸

が
９
・
７
％
増
、
九
州
が
０
・

５
％
増
と
伸
び
た
が
、
ほ
か

は
減
少
。
地
震
の
影
響
で
北

海
道
が
18
・
８
％
減
と
大
幅

に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

輸
出
は
18
・
６
％
減
の
76

万
８
０
０
０
㌧
と
、
６
カ
月

連
続
で
減
少
。
国
内
販
売
と

輸
出
を
合
わ
せ
た
販
売
の
合

計
は
10
・
１
％
減
の
４
１
５

万
１
０
０
０
㌧
と
５
カ
月
連

続
で
ダ
ウ
ン
し
た
。

　

生
産
は
０
・
３
％
増
の
４

９
９
万
６
０
０
０
㌧
。
５
カ

月
ぶ
り
に
増
加
。
在
庫
は
前

月
比
４
・
２
％
増
の
４
２
９

万
４
０
０
０
㌧
。

県 教 育 庁

エ
ア
コ
ン
設
置
に
9.7
億

普
通
校
40
校
、特
支
校
は
設
計

の　
　

み

　

東
日
本
建
設
業
保
証
福
島

支
店
管
内
の
10
月
前
払
金
保

証
実
績
は
、
取
扱
件
数
が
前

年
同
月
比
13
・
３
％
増
の
８

６
１
件
と
３
カ
月
ぶ
り
に
増

加
。
請
負
金
額
で
も
39
・
８

％
増
の
７
１
８
億
３
９
０
０

万
円
と
、
４
カ
月
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
た
。
10
月
と
し

て
は
、
26
年
の
７
７
７
億
３

８
０
０
万
円
以
来
の
水
準

で
、
震
災
発
生
後
の
23
年
度

以
降
で
２
番
目
。

　

機
関
別
の
請
負
金
額
を
見

る
と
、
国
は
３
カ
月
連
続
の

増
加
。
国
交
省
分
が
49
・
６

％
減
の
17
億
１
５
０
０
万
円

と
落
ち
た
が
、
前
月
に
続
き

環
境
省
分
が
大
き
く
伸
び

た
。

　

独
立
行
政
法
人
等
、
県
も

４
カ
月
連
続
の
前
年
超
。
県

は
土
木
部
が
21
％
減
の
92
億

３
４
０
０
万
円
と
前
年
割
れ

に
転
じ
た
が
、
農
林
水
産
部

が
35
・
２
％
増
の
79
億
７
０

０
万
円
と
３
カ
月
ぶ
り
に
増

加
し
た
。
独
法
等
は
低
水
準

だ
っ
た
前
年
の
反
動
。

　

市
町
村
は
３
カ
月
ぶ
り
の

増
加
。
村
が
25
・
４
％
減
の

16
億
１
９
０
０
万
円
と
落
ち

た
が
、
市
が
53
・
２
％
増
の

１
５
３
億
４
２
０
０
万
円
、

町
が
85
・
８
％
増
の
36
億
８

６
０
０
万
円
と
伸
び
た
。

　

累
計
は
４
６
５
８
件
で
請

負
金
額
４
０
２
３
億
８
２
０

０
万
円
。
請
負
金
額
は
前
月

ま
で
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
２
・

３
％
の
増
加
に
転
じ
た
。

　

国
が
環
境
省
分
の
取
り
扱

い
増
で
33
・
５
％
増
の
１
５

９
９
億
８
５
０
０
万
円
と
伸

び
た
た
め
。
県
は
６
・
８
％

減
の
１
０
２
４
億
３
４
０
０

万
円
、
市
町
村
も
22
・
７
％

減
の
１
１
１
０
億
４
７
０
０

万
円
と
依
然
、
前
年
を
下
回

っ
て
い
る
。

　

10
月
の
発
注
者
別
請
負
金

額
（
単
位
＝
百
万
円
）
は
次

の
通
り
。
※
カ
ッ
コ
内
は
前

年
度
比

　

▽
国
２
３
、
１
９
１
（
１

０
９
・
８
％
増
）
▽
独
法
等

６
７
３
（
前
年
４
８
）
▽
県

２
７
、
２
３
０
（
10
％
増
）

▽
市
町
村
２
０
、
６
４
８

（
45
・
７
％
増
）
▽
そ
の
他

９
５
（
92
・
９
％
減
）

　

全
国
で
は
、
今
年
度
上
期

は
２
０
７
０
万
３
０
０
０
㌧

と
、
前
年
同
期
比
０
・
１
％

の
微
減
に
と
ど
ま
っ
た
。
第

１
四
半
期
は
増
加
し
た
が
、

第
２
四
半
期
は
西
日
本
豪
雨

や
台
風
21
号
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
な
ど
の
影
響
で
減

少
し
た
。
同
協
会
で
は
第
３

四
半
期
以
降
、
需
要
が
回
復

す
れ
ば
30
年
度
は
当
初
想
定

し
て
い
た
４
２
０
０
万
㌧
を

上
回
る
と
見
て
い
る
。

　

地
域
別
で
は
北
海
道
１
０

４
万
８
０
０
０
㌧
（
７
・
７

％
減
）、
東
北
２
０
３
万
６

９
７
０
㌧
（
５
・
８
％
減
）、

関
東
一
４
８
９
万
９
０
２
９

㌧
（
３
・
２
％
増
）、
関
東

二
１
８
１
万
４
７
１
３
㌧

（
４
・
９
％
減
）、
北
陸
１
１

３
万
１
１
７
６
㌧
（
19
・
９

％
増
）、
東
海
２
４
１
万
４

３
７
０
㌧
（
８
・
３
％
増
）、

近
畿
２
６
０
万
５
６
５
８
㌧

（
４
・
９
％
減
）、
四
国
71
万

１
５
９
３
㌧（
５
・
４
％
減
）、

中
国
１
１
４
万
７
８
７
８
㌧

（
７
・
２
％
減
）、
九
州
２
４

１
万
０
０
８
７
㌧
（
１
・
７

　

９
月
は
13
・
８
％
減
の
７

万
９
３
６
１
㌧
と
２
桁
減
に

な
っ
た
。
建
築
の
官
公
需
が

43
・
５
％
増
の
４
６
５
㌧
、

同
じ
く
民
需
が
２
・
４
倍
の

２
０
６
１
㌧
、
土
木
が
10
・

４
％
増
の
７
６
０
３
㌧
と
伸

び
た
。
港
湾
は
４
６
２
㌧
で

前
年
が
月
当
た
り
２
２
１
㌧

な
の
に
対
し
、
30
年
は
３
月

以
降
３
０
０
～
５
０
０
㌧
が

続
き
、
月
当
た
り
も
４
４
１

㌧
と
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
生
コ
ン
が
５
万

本県セメント 
販　売　高

年
度
上
期
が
8.6
％
減


年
度
を
や
や

上

回
る
水
準　

建
築
向
け
は
好
調

９
月
は
13
・
８
％
減

30年度上期

災
害
多
発
で
伸
び
ず

全
国
は
前
年
並
み
の
2070
万
㌧

 

配
線
工
事
の
状
況
な
ど
を
見

学
す
る
参
加
者  

ふたば未来で研修会
県電設業協会

大規模輻輳現場で技術力共有

県造園建設協

後
期
実
技
試
験
合
格
へ

３
級
検
定
で
予
備
講
習
会

企
業
の
農
業
参

入
で
セ
ミ
ナ
ー

県
が
来
月
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お問い合わせは本社・支社・各支局へ

□月間14万ページビュー
バナー広告募集 本紙HPにバナー広告を掲載してみませんか

安全・安心の住まいづくり、まちづくり
建 築 確 認 検 査
まもりすまい保険（住宅瑕疵担保責任保険）
適合証明検査（フラット35）
災害復興住宅融資工事審査
住 宅 性 能 評 価
長 期 優 良 住 宅 技 術 的 審 査
低 炭 素 建 築 物 技 術 的 審 査
す ま い 給 付 金 制 度
長期優良住宅化リフォーム技術的審査
建 築 物 省 エ ネ 適 合 性 判 定
B E L S 評 価

理事長　野  内  忠  宏

（本社）
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